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「認め合い、支え合い、自ら学びを進める子どもの育成」

望む自分にセルフイメージを合わせる

校長 長 浦 紀 華

秋の深まりとともに、子どもたちの成長を実感する季節となりました。今月実施した「学習発表

会」では、６年生が最高学年として全体をリードし、どの学年も素晴らしい発表を行いました。改め

て、子どもたちが様々な経験を重ね、確かな成長を遂げていることを実感できました。

さて、今月は、私が６年生に対して実施している特別授業についてお話ししたいと思います。10月

24日から３週間にわたり、毎週木曜日の５・６時間目に、校長の特別授業として「夢を叶える宝地図

授業」を行っています。この授業には、子どもたちに自分自身を信じ、ポジティブな思考をもつこと

で、夢や目標を実現する力を身に付けてほしいという狙いがあります。

「宝地図」とは、自分が実現したいことや夢を視覚的に表現したものです。具体的には、自分の目

標や理想の状態を紙に描いたり、コラージュを作ったりすることで、心の中にある希望や願望を具現

化する方法です。これは、意識を明確にし、夢に向かって進む力を育てるための有効な手段となりま

す。

24日に実施した1回目の授業は、「宝地図」を作成することの意義について考える内容でした。私

たちが目標をもつことは、その実現に向けて行動を起こすための第一歩です。しかし、漠然とした目

標や願望では、実際に行動するのは難しいものです。「宝地図」の考案者である望月俊孝さんは、目

標を具体化し、視覚化することで、自分の夢を明確にし、実現に向けた道筋を描くことができると提

唱しています。

例えば、ある子どもが将来の夢として「宇宙飛行士になりたい」と思っているとします。しかし、

その夢があまりにも遠いものであるため、日常生活の中で何をすれば良いのかわからないというのが

現実です。このようなときに「宝地図」を使うことで、その子どもは「宇宙に関する本を読む」「科

学に興味をもつ」といった具体的な行動計画を視覚的に示すことができるでしょう。「宝地図」を作

る過程で、自分の夢を具体化し、日々の行動に結び付けることができます。

また、「宝地図」は単に夢を描くだけではなく、自己認識を深める手段にもなります。自分が本当

に何を望んでいるのかを考えることで、自己理解が深まります。

31日の２回目の授業では、夢や目標について話し合う時間を設け、子どもたちが互いに自分の夢を

語り合い、それを「宝地図」として具現化する活動を行いました。この取組は、子どもたちが自分の

目標を再確認し、仲間とともに支え合う大切な機会になったと思います。

授業の中で、子どもたちに「人生をより良いものにできるかどうかは、セルフイメージが大きく影

響している」と話しました。「セルフイメージ」とは、自分が自分のことをどう思っているかという

ことです。１回目の授業では、子どもたちに自分をどう思っているかを書いてもらったところ、ネガ

ティブな印象をもっている子どもがほとんどで、自分のできていない部分や足りない部分に意識が向

いている傾向が見られました。そこで、セルフイメージを上げるための秘策を伝えました。それは、

「言葉とイメージと感情を望む方向に合わせる」ということです。未来を創るのは過去ではなく、今

です。だから、過去の経験から「どうせ無理」と考えるのではなく、自分はどうありたいのか、何が

したいのかを明確にイメージし、それが実現している「望む自分像」にセルフイメージを合わせる意

識をもつことで、未来に期待感を抱き、夢や目標の実現に確実に歩んでいくことができるのです。

そんな話をした後に、なりたい自分を書いてもらいましたが、その時の子どもたちはワクワクした

表情で取り組んでいました。3回目の授業では、仲間同士で夢が叶った未来を先にお祝いする「予

祝」を行います。子どもたちのイキイキとした姿に、私も次回の授業を楽しみにしています。
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※保護者の方はこれまで通り配付します。

《会長》中塚　凌雅⑥　　　《副会長》田中　紗彩⑥　　岡　　光樹⑥　　坂口　　澪⑤

《書記》村田　埜生⑤　　飯田　夕羽美④　　島本　海央④

【各委員会】

◎島本 琉希⑥　○對馬 　蓮⑥　☐小鹿 紅葉⑥　長内 柚歩⑤

○馬躰 希咲⑤　☐渋谷 莉瑚④　木村 雄星④　渡邊 愛梨④

◎村田 稀生⑥　○村田 絢音⑥　☐髙田 友結⑥　上田 滉生⑤　飯田 侑斗⑤

☐相馬 月光④　上嶋 朋花④　小間 柚羽④　関　 一花④

◎大野 莉奈⑥　☐石川 帆乃⑥　砂山 大知⑥　○吉澤 亜純⑤　☐安田 莉々⑤

永井 真尋⑤　☐北村 りり④　管藤 泉那④　小林 詠夢④

◎角谷 稀唯⑥　○中村 由芽⑥　☐藤村 結愛⑥　○吉田 陽葵⑤　平野ベニカ⑤　

丸井 朋弥⑤　有恵 優成④　小美浪大雅④　村田 奏音④
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　１０月１８日(金)、学習発表会を開催しました。今年度から内容をリニューアルし、これまでの
学習成果を発表する形で行いました。１年生は、「はじめのことば」で、元気いっぱいに各学年の
発表を紹介しました。また、算数や国語、音楽で学習した成果を発表しました。２年生は、国語教
材をアレンジした音読劇「たからもの」を発表しました。３年生は、福島町の四季を歌や合奏で表
現しました。　全校合唱「ひまわりの約束」の後、４年生は総合で学習した「福島町の自然環境」
について寸劇を交えながら発表しました。５年生は、家庭科や図工、総合で学んだことをニュース
番組風に発表し、合唱も披露しました。６年生は、SDGsなど様々な「今」と向き合い、考えたこ
とを歌と合唱で表現しました。
　演じる児童も、観た方々にも心に残る発表となりました。お忙しい中参観に来ていただいた皆
様、ありがとうございました。

1年「こんなこと　できました」 2年「たからもの」 3年「四季～福島町の春夏秋冬～」

4年「福島町の自然を守り隊」 5年「News  Five」 6年「Power of music」

１～3年学習参観

14 木 4年合同学習 29 金 ４～6年学習参観　4年レク

12 火 移動図書 28 木

25 月 振替休業日

11 月 全校朝会 26 火 器械運動週間～12/6

10 日 南北海道駅伝

8 金 委員会活動

5 18福島知内支援級交流学習

5，6年合同学習（薬物乱用防止）

就学時検診

4 月 振替休日

火

6 水

7 木

主な行事

23

火

全校集会　読書月間イベント

19

15

5，6年福商高ドローン見学

土

21

金

町民文化祭　児童登校日（11:45下校）

クラブ活動　算数検定　ＰＴＡミニバレー

5時間授業　全学年１３：５５下校木

月

日 曜日 主な行事 日 曜日

祝」を行います。子どもたちのイキイキとした姿に、私も次回の授業を楽しみにしています。

これまで、町内会回覧版

により、地域の方へも福小

だよりをご覧いただいてい

ましたが、次回11月末号

からは回覧はせず下記の施

設へ置くことになります。

・総合体育館

・福祉センター

・やまゆりクリニック

急な変更で申し訳ありま

せんがご了承願います。


